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事業系ごみについてのアンケート 
御協力のお願い 

平成１７年４月       

京都市廃棄物減量等推進審議会

許可業者アンケート調査票 第８回ごみ処理手数料等検討部会

 

平素は，ごみ処理事業の円滑な運営に御理解と御協力を賜り，誠にありがと

うございます。 

さて，一般廃棄物収集運搬許可業者の皆様には，クリーンセンターへのごみ

搬入量に応じたごみ処理手数料を京都市にお支払いいただいておりますが，現

在，そうした手数料のあり方について，当審議会で議論を行っているところで

す。 

このたび，議論を進めるうえでの基礎資料を得ることを目的に，許可業者の

皆様にアンケートをお願いすることといたしました。 

御多忙中誠に恐縮ではございますが，アンケートの趣旨を御理解いただき，

御協力くださいますよう，よろしくお願いいたします。 

なお，御記入いただきました内容は統計的に処理したうえで公開する予定で

すが，個別の事業者名が出るなど皆様に御迷惑をおかけすることはございませ

ん。 

 

誠に勝手ではございますが，この調査票は 

平成１７年４月２２日（金） 

までに返信いただければ幸いです。よろしくお願いいたします。 

 

※御不明な点等ございましたら，お手数ですが，次の連絡先まで

お問合せください。 

【連絡先】 

・京都市廃棄物減量等推進審議会事務局 

  （京都市環境局地球環境政策部循環型社会推進課） 

   担当：井上 

（ＴＥＬ）075-222-4091 

（ＦＡＸ）075-213-0453 

 

 ・京都市環境局事業部廃棄物指導課 

   担当：藤澤 

（ＴＥＬ）075-213-0926 

（ＦＡＸ）075-221-6550  

平成１７年４月２２日（金）
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問１ 御社についてお伺いします。 

法人・個人の別 （いずれかに○をつけてください）  法人事業 ・ 個人事業 

従業員数 （一般廃棄物の収集運搬に従事されている方の数をお書きください） 

 

問２ 現在，京都市内での一般廃棄物の収集運搬以外にも事業を行っておられますか？

当てはまるもの全てに○をつけてください。なお，ここでの「産業廃棄物」には，

「特別管理産業廃棄物」を含みます。 

    １ 京都市外での一般廃棄物の収集運搬 

    ２ 「専ら再生利用の目的となる廃棄物」（いわゆる「専ら物」。古紙，くず鉄，

空きびん類，古繊維の４種類。）の収集運搬 

    ３ リサイクル施設の運営 

    ４ 産業廃棄物の収集運搬 

    ５ 産業廃棄物処理施設（リサイクル施設を除く。）の運営 

    ６ 事業所内などの清掃 

    ７ その他 

【具体的内容を御教示ください】 

 

 

 

    ８ 特に行っていない 

【その理由を御教示ください】 

 

 

 

 

問３ 現在，クリーンセンターだけでなく，民間リサイクル施設（自社所有施設も含み

ます。）へのごみ搬入も行っておられますか？１又は２のいずれかに○をつけてく

ださい。 

    １ 行っている 

【具体的な搬入先を御教示ください】 

 

 

 

 

    ２ 行っていない 

【その理由を御教示ください】 
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問４ ごみの排出事業者との契約料金の設定方法等についてお伺いします。 

（１）契約料金の額を決める要素は何ですか？当てはまるもの全てに○をつけてくだ

さい。 

１ ごみの種類   ２ ごみの重量   ３ ごみの容積 

４ 回収頻度   ５ 収集時間 

６ 事業所内清掃業務やごみ選別作業等の労務的サービス提供の有無 

     ７ その他 

【具体的内容を御教示ください】 

 

 

 

  

（２）契約料金の単位はどうされていますか？次の項目番号のうち１つに○をつけて

ください。 

１ リットルベースで，契約先により金額を変えている 

（金額の幅：        円／１００㍑～        円／１００㍑） 

 

     ２ 重量ベースで，契約先により金額を変えている 

（金額の幅：        円／㎏～        円／㎏） 

 

     ３ 袋数ベースで，契約先により金額を変えている 

（金額の幅：        円／４５㍑袋～        円／４５㍑袋） 

 

４ リットルベース・重量ベース・袋数ベースを使い分けたり，金額を変えたりしている 

【具体的内容を御教示ください】 
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問５ 排出事業者への負担転嫁についてお伺いします。 

 （１）現時点で，排出事業者への前回手数料値上げ（１３年度）分の負担転嫁はでき

ていますか？次の項目番号のうち１つに○をつけてください。 

     １ ほとんどの契約先に対してできている 

（契約先のおよそ      割程度に，平均およそ      円／100㍑程度の値上げ） 

 

２ 大手企業など，ある程度の契約先に対してできている 

（契約先のおよそ      割程度に，平均およそ      円／100㍑程度の値上げ） 

 

３ 排出事業者と交渉したが転嫁はできておらず，自社の利益や経費を切り

詰める等で負担を吸収している 

【負担転嫁が進まない理由は何であるとお考えか，御教示ください】 

 

 

 

 

     ４ 負担転嫁の交渉自体を行っていない 

【その理由を御教示ください】 

 

 

 

 

（２）排出事業者に適正な負担を求めるためには，どのようなことが必要と考えます

か？最も重要と思われるもの１つに○をつけてください。 

     １ 行政を中心とした普及啓発の徹底による負担転嫁の促進 

     ２ ごみ減量・リサイクルに努力すれば負担が軽減される仕組みの構築 

     ３ 「許可業者搬入手数料」の条例明記等による搬入手数料の透明化 

     ４ その他 

【具体的内容を御教示ください】 
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問６ 許可業者手数料の減免措置については，どのようにお考えですか？次の項目番号

のうち１つに○をつけてください。 

１ 今のまま残すべき 

    ２ 一括減免は見直し，個々の事情に応じた減免制度として存続させるべき 

    ３ 「許可業者搬入手数料」を新設し，かつ段階的に減免廃止するならば許容

せざるを得ない 

    ４ 排出事業者に負担転嫁できる仕組みが整うなら，廃止してもよい 

    ５ すぐに廃止すべき 

    ６ その他 

【１～３を選ばれた方はその理由を，④を選ばれた方は具体的内容を御教示ください】 

 

 

 

 

問７ 事業運営等に関する御社のお考えについてお伺いします。次の項目番号のうち１

つに○をつけてください。 

１ 更なるビジネスとして，ごみ減量・リサイクル分野にも取り組んでいきた

い。 

２ ごみ減量・リサイクル分野にも興味はあるが，今のところ参入する予定が

ない。 

３ ごみは必ず出てくるものなので，現在の事業内容のままでも一定程度は事

業の運営を維持できると思う。 

    ４ 不況下でもあり，経営自体が厳しくなっている。 

 

問８ ごみの処理に関して御意見等ございましたら，御自由にお書きください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《アンケートは以上です。御協力ありがとうございました。》 


